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第 10表 　鹿見島縣 に 於 け る テ 尸 ブ ル 使用 状況

摺込仕上各譟作別 に よるテ ーブ ル 便 用 工 場数
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但 し ア ウ ト サ イ ダ 冖は 含 まれ て い な い ，

の 改善 と相俟 つ て 澱 粉 の 歩 留，品 質 は 向上 し て い る．

又 設備 の 部分的改善 の 方 法 とし て ｛ま

　A ．藷洗機の 改 善 ，B ．　 P　一一ル の 改善 ，　 C ．ボ ン プ

の 改善等 に 於 て 各澱粉機械製作所碣自の 改善が な され

て い る．業者 は 澱粉 の 乾燥期聞 の 短縮 を 躅つ て い るが

昭 和 27年度 よ りμ丁下式 フ ラ ツ シ ユド ラ イ ヤ 尸が縣下數

個 所 に 設 置 され て 其結果 を 業界は 注 目 して い る 現歌に

あ る．次 に 澱粉粕を急速 に 而 も安價 に 處理 すれば 商 品

價値 の 高 い もの に し て 市場 を開拓 出 來 る の で 莫 脱 水裝

置乾燥方 法 は 今後檢討 さ るべ きもの と思われ る．

　 本 報告 は 昭 和 30年 1 月 22日の 澱 粉 工 業 學 會 九 州 支部．

設 立 に 際 し記 し た もの で あ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（昭 和 30，2 ， 28 受理 ）
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米 精 白匿 の 測定 に つ い て （1〜5報）

“覧、、、亀、、隔、、、、竃」、篤竃隔“一 鵬 “、、、、、顎、、馬覧亀、覧“亀v

　 　 DEslKACHAR 　H ．　S，　R ．： Cereal 　Chem ．52，71，

　 　 78 ， 80　（1955 ）

　（1） 数 方 法 の 比較

　3 品種 の 米 に つ き精 白 度 を12段階 に 變更せ し め　t： も

の に つ い τ 精 白 慶 を測 定 す る 方 法 を比 較 し t：．

　 チ ア ミ ン 含 量 は精 白渡 の 進行 と共 に 比例的 に 減少 す

る．Germ 　index （脱 胚芽粒 ノ全 粒 ） は精 白 度 と共 tこ堆

加 す る も米粒 の 物 理 的 性 釈 に よ b雙化する もの と考え

られ る．index　50− 60迄 は抗脚氣 チ ア ミ ン 量 を保持 す

る．着色 に よ る 剣 定 とし τ methylenc 　blue（糠分 着

色 ） Congored （胚 乳部着色） が 共 1こ定 性 的 に は 有 効

で あ る が 定量的 に は 後者は 精 白 度 と比 例的 で あ るが 前

者 は あ る 限 慶以 上 は 變化 し な い ．糠 分 色 素 の ア ル カ リ

methanol 及 び 亜 硝酸 反 應 ぱ 品 種 に よる 差異 が大 きい

が 同一品種 に 於 け る精 白 変 との 關 係 に は 利 用 し得 る。

　phytin に 開連 す る鐵結合 量 の 測 定 ， 油脂 に 關連す

る沃 度 結 合 量 に よる 方 法 は 充 分 で ない ．

　   　管理 操作 と しτ チ ア ミ ン 及 び燐 の 測 定

　精 白 工 程 管理 として 迅 逋 ヂ ア ミ ン 及び燐定量 に よ る

方 法 の 吟味で ， 試料粉碎 物 （40mesh ） を 10nH2SO4

で 10分 間振盪抽出 し た 後 pH 　4 に て thiochrome 酸

化法 で チ ア ミ ン を定．量 す る方 法 で は 眞 の チ ア ミ ン 量の

81〜93％ ZF 均83％ の 回收 肇，濃 硫 酸 と5 分 間蒸 漬；し た

後濾過 FISKE ，
　 SUBAROW 法 で 燐 定 量 す る方 法 で

GERRITZ 法 に ょ る完 全燐量 の 90− 95％ の 回 牧率を示

す．こ の 程度 で 精 白 工 程 の 讐理 に は 使用 可 能で あ る．

　（3） 糠除去 慶 剣定 に 赤 米の 利 用

　赤 米 に 於 け る糠部分 の 色 素 は 温 重 炭 酸 ゾ r ダ で 抽 出

す る こ とが 出來 ， その 着色濃 度 で 糠 の 除 去度 を剣定す

る こ とが 出來 る．普通 米，赤 米 の 精 白 魘 とチ ア ミ ン 損

央 量 とは 同 じ order に あ り，
チ ア ミ ン 損 失 10％ に 對 し

糠色素損失 よ5G％ に も逹 す る こ とよ bして 精 自 中に 赤

米 の 少 量添加 に よ りその 着色 の 減 少 で 精 白度 を剣定す

る こ とカ
：
出來 る．（寺 本 ）

　駿 分解 ア ミ ノ酸 の B ！oassay 　｛；於 け る 蹊甃 の 原 因

　 1．貯 藏 中 に 於 け る ア ミ ノ 酸 の 見 掛 け 損失

　　 HoRN 　M ．　J　et　al ： Cereal　Chem ．52，64 （1955）

　穀類豆類等 の 含有蛋 白中の ア ミ ノ 酸の 定量 に對 し酸

分 解 に 際 し あ る種 ア ミ ノ 酸 の 破壌 も俘 うが そ の 外 生 成

humin 質 が 又 その Bioassay に 對 し生 理 的 な影 饗 を俘

う　（J．Biol．　Chem 　205， 907−1953）．　ま た夲 研究 で は

酸 分解 後貯藏 期 間 に 於 け る 影饗 を 見 た．分 解 直後 hu−

min の ため大 きい 値 を見 るの は argrnine ，
　lysin，　valine

で methionine ，
　isoleucine

，
　threonine ，　phenylalanin

は 影謹 は な い ．phenylalanin は humin の 影 攀 は な い

が 吸着の た め 械 少 せ られ る．貯藏期間中減 少 を見 るの

｛・まargini 【les　histidine，且ysine，　valine で methienine ，
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phenylalaninc ，　leucine，　thre 。 nine 　isoleucine　C・ま （± ）

で あ る． こ れ らの 點を考え最 も要當 な分析法 は 酸分解

（20％ HCI〜20時間 ）後直ちに pH 　4．0 （humin の 最

低 溶 解 度 點 ） で 濾過 後 Bioassay （Leucnoos ．　mesen 一

teroides 又 は StrePtOC．　faecalis） する．　こ れ で 良 好

な rccovery を示す， 本 法 に よ る数種豆穀類の 必須ア

ミ ノ 酸組成 は 下 表 の 如 くで あ る．（寺本 ）

豆 類 穀 類 の 必 須 ア ミ ノ 酸 量

・ ・ 名 隙 讐 穿
’

弊 勢 犖 畢
threo −
　 　 　 　 valine
n

場
e

　 ％

peas，9 「een 9．692 ．274 ．617 ．537 ．490 ．794 ．78i3 ．894 ．92
beans

，　kidney 6．302 ．805 ．017 ．647 ．511 ．12
　　 　　　 15
．784 ．645 ．82

be3ns，　 navy 6．902 ．874 ．932 ．977 ．931 ．196 ．145 ．206 ．41
beansJi 皿 a 6．383 ．035 ．598 ．187 ．581 ．245 ．644 ．765 。78

pca3 ，　 biack・eyed7 ．553 ．024 ．788 ．027 ．08　1 1．445 ．524 ．315 ．44

lenti！s 8．892 ．234 ．ε66 ．856 ，35U ．654 ．503 ．504 ．82

踏 　　花 　　生 12．012 ．274 ．436 ．323 ．77L105 ．242 ．844 ．36

大 　　　　　豆 8．222 ．605 ．517 ．506 ．75L275 ．004 ．154 ．74
白　 　 　 　 　 米 8272 ．214 ．517 ．813 ，672 ．314 ．543 ．436 。16

玄 　　　　　米 8 ．372 ．424 ．607 ．863 ．922 ．144 ．793 ．656 ．22

小 　 梦 　（全 粒 ） 4．222 ．134 ．216 ．552 ，65L394 ．882 ．864 ．34

蕪　i麥　（全 粒 ） 6．842 ．144 ．407 ．513 ．941 ．475 ．483 ．435 ．68

玉 蜀 黍　（全 粒 ） 4．232 ．924 ．1212 ，682 ，421 ，965 ．213 ．744 ．89

固　形　卵 　粉 7．022 ．／56 ．488 ．897 ．903 ．265 ．405 ．246 ．73

　 s ● rlne と glycine の 相 互塑換 ： pt● roytgl “剛

　 tamlo 　 aeid と他の cofaetoc の 役 割 に つ い て

　　 BLAKLEY
，
　R．．　L ： Biochem ．　J．58 ， 448 （1954）

　此 の 研究は serine と glyclne の 間 の mono −
carbon

unit 變 移反應 に お け る pteroytglutamic 　acid （PGA ）

及 び その 誘導體 並 び に 他 の cefactor の 役 割 に 就 τ 行

つ た 研 究 で あ り， 鳩 肝 臓 の 酵 素 標品 と
14G

とを 用 い T

變移 反 應の 特性 を 明 らか に し，PGA 等 の mono ・carbon

unit 代 謝 に 於 け る役割 に つ い τ 興味あ る筏驗を行 つ τ

い る。

　 先 t’f｛）rmaldehyde が 此の 酵素 反 應 に 關 與 す る こ と

を 示 して い る．EPち此 の 酵 素 に 依 つ て 2−i4C −seri ．ne が

L−serine 及 ∫ 2− 14C −
glydne よ り形成 す る （

14C −se −

rine 形成）．　 D −serine を L−seTine の 代 b に 用 い た

．場合 に は inact三ve で あ り14C
は serine の 3−C に 混 入

し ない ．formaldehyde と
14C −

glgcine よ b14C−se −

rin が 形 成 され， 2−14C −serine は
i4C ・glycine 及 び

formaldchyde に 變 化 す る こ とが 明 らか に な り次 の 様

な反 應が 起 る と考えられ る．formate は 此の 酵素で は

inactive で あ り　formaldehydeの 代 b に は 役 立 た な い．

　　　　　　　　　　　　　　　 〔1）
　　　△ CH20H 一斎CHNH2 −COOH ＝ H ム CHO ＋

　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　

層CH ，NH2 −COOH

　 次 に 十分 に 透析 した酵 素 で cofactor に就 て 檢 ぺ τ い

る．皀卩ち透析酵 素 で は PGA 及 び酵 母又 は肝臓の ex −

tract の 添 加 に 由 つ τ 2− 1些C −serine 形成 は activate

され．ATp ＋ DPN は 酵 母 extract の 代 用 とな り得 る．

又 嬢粲1的 に もascorb 三c　 acid に よつ T も可 成 に activatc

され る．（1）（2］の 兩反 應 は PGA の 單 獨 の 添加 に 依 つ

て も十 分 に activate さ れ る．

　 更 に PGA の 誘 導發 の 効 果 に 就 τ 比 較 し τ い る．即

ち粗透析酵素を加熱 し たもの に 酵母 extract を添加 し

た 場 合，PGA は 殆 ど reactivate す るの に 反 し τ leu−

covorin （N5 −−fromyltetrahydro 　PAG ） は P4G の

10〜20％ の activety で あ る．又誘導體中で は tetra−

hydro 　PGA （THPGA ）が 透析酵 素 活性化に お い 丁 最

も効果を有 し他 の cofactor や酵 母 extract の 添 加を

要 し ない ．伺 2−14C −serine 形成 に お い て PGA は lag

を要 す る が THPGA で は 要 しな い 點 THPGA は 直

接的 な cofactor で あ り PGA か ら逡 元 されて 形成す

る と考 え られ る ．

　又 4・amino 　PGA は この 酵素に よ る 2−14G ・serine

の 形成 に お い て PGA 又 は Nlo ・formyl 　PGA 添加 の

場合 に は 阻 害 す る が 還 元型 の 物 質 leucovorin 又 は

THPGA 添加の 場合に は 阻害 しない ．之 等 の 結果か ら

孜 の 檬 な Scheme を考えて い る。
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